
まちの話
題

公公開開講講座座がが開開催催さされれままししたた

桶川市コミュニティ協議会ならびに桶川市区長会
が主催する公開講座が、開催されました。
講師に埼玉県男女共同参画推進センター事業コー

ディネーターの瀬山紀子さんをお招きし、「女性に
とっても男性にとっても生きやすい地域社会を」と
いうテーマで講演していただきました。また、実践
事例として加納地区と川田谷地区が地域での取り組
みを発表しました。（2月1日：さいたま文学館）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

快適住まいの
リフォーム専門店
・水まわり工房イベント開催中
・耐震補強のご相談受付中
・外装・屋根・内装・耐震・省エネ
桶川市坂田東１－１－７

http://www.sumai-network.jp/kaijuu/

オオケケちちゃゃんん、、““交交通通安安全全広広報報大大使使””にに

桶川市長と上尾警察署長から、オケちゃんが「桶川市
交通安全広報大使」に委嘱されました。広報大使として、
安全で安心な街づくりのため、交通ルールの遵守と正し
い交通マナーの実践をより一層呼びかけていきます。

交交通通栄栄誉誉章章「「緑緑十十字字金金章章」」
受受章章おおめめででととううごござざいいまますす

多年にわたり交通安全活動に尽力されたとして、渡邊紀
重さんが交通栄誉章「緑十字金章」を受章されました。

節節分分のの豆豆ままきき・・放放鷹鷹術術披披露露会会がが行行わわれれままししたた

べに花ふるさと館の毎年恒例の人気行事である豆まき、放鷹術披露会が行われました。天候
にも恵まれ、多くの来場者で賑わいました。（2月1日）
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まちの話題

  

身近な話題をお届けする
『川田谷たより』

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
紹
介
し
ま
す
。
第
6
回
は
、「
川

田
谷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下「
川

田
谷
地
区
社
協
」）」
の
天
沼
会
長
、
長

谷
川
総
務
部
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
�
団
体
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
9
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
、
川
田
谷

地
域
の
抱
え
る
課
題
に
対
応
し
な
が
ら

社
会
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
�
活
動
内
容
は
？

年
間
を
通
じ
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
4
月
に
は
川
田
谷
小
学
校

の
新
入
学
児
童
を
対
象
に
お
祝
い
事
業

と
し
て
、
図
書
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
様
方
を
対
象
と

し
た
事
業
と
し
て
、
県
立
桶
川
西
高
校

の
西
峯
会
館
を
会
場
に
、
高
齢
者
感
謝

の
集
い
を
9
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
西
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
地
元
有
志
に
よ
る
伝
統
芸
能
披

露
、
歌
手
を
招
い
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

い
ず
み
の
の
家
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ

る
出
し
物

な
ど
、
毎

年
趣
向
を

凝
ら
し
た

内
容
と
な

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

12
月
に
は
、

友
愛
訪
問

事
業
と
し

て
、
地
域

の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
様
方
へ
シ

ク
ラ
メ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
介
護
施
設
の
見
学
や
講
演
会

な
ど
を
行
う
福
祉
研
修
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
�
活
動
の
や
り
が
い
は
？

事
業
を
展
開
し
て
い
く
な
か
で
、
子

ど
も
達
や
お
年
寄
り
に
直
接
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
く
と
、
こ
の
活
動
を
や
っ

て
い
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
新
入
学
児
へ
の
お
祝
い
事
業

で
は
、
入
学
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
で
、
新
一
年
生
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
入
学
式
と
い
う
人
生
の

節
目
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
や
ご
両
親

の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
姿
を
見
る
と
い
う

の
は
胸
キ
ュ
ン
な
体
験
で
す
（
笑
）

Ｑ
�
川
田
谷
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
は
？

川
田
谷
地
区
社
協
の
広
報
紙
と
し
て

「
川
田
谷
た
よ
り
」を
年
に
3
回
、
7
・

12
・
3
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。平
成
25

年
か
ら
地
域
の
身
近
な
話
題
を
掲
載
す

る
こ
と
に
し
て
、
掲
載
す
る
ネ
タ
探
し

や
編
集
を
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
川
田
谷
地
区
は
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
地
区

社
協
の
活
動
を
展
開
す
る
う
え
で
も
、

非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
今
後
の
目
標
は
？

以
前
行
っ
た
研
修
会
で
旧
吹
上
町
と

寄
居
町
の
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
行
政

（
区
長
）と
民
児
協
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
）
と
福
祉
委
員
の
三
者
が
一
丸
と

な
っ
て
地
域
の
高
齢
者
を
見
守
る
体
制

や
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
と
の
こ
と
で
、

川
田
谷
地
区
社
協
に
と
っ
て
も
大
い
に

参
考
に
な
る
事
例
で
す
の
で
、
川
田
谷

で
も
行
政
・
民
児
協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
連
携
を
強
化
し
、
横
断
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
�
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
７２８
―
２
２
２
１

俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

絶
品
の
切
干
揃
ふ
道
の
駅

神
明

佐
藤

和
也

枝
切
っ
て
障
子
に
日
差
し
届
き
け
り

下
日
出
谷

山
下

恭
子

寒
の
入
物
の
気
配
は
猫
の
ひ
げ

泉

小
柏

キ
ヨ

あ
の
家
も
老
老
介
護
寒
に
入
る

坂
田

小
林

茂
之

和
ら
陽
に
白
き
根
を
張
る
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

鴨
川

春
日
千
代
子

紙
漉
く
や
腰
の
う
ね
り
に
鈴
の
音

坂
田

小
宮
山

勝

お
ひ
ら
き
は
手
打
ち
の
う
ど
ん
冬
ぬ
く
し

若
宮

小
澤

水
明

雪
の
せ
て
訛
の
届
く
上
野
駅

神
明

山
田

直
美

初
稽
古
調
弦
済
ま
せ
ひ
と
呼
吸

鴨
川

小
川

修
三

駅
伝
の
追
ひ
つ
追
わ
れ
つ
箱
根
山

泉

山
崎

洋
子

短

歌

年
の
暮
縛
ら
れ
地
蔵
縄
を
解
く
火
を
付
け
祈
る
人
の
輪
続
く

坂
田

山
口

宏
子

柿
の
実
の
た
わ
わ
に
熟
れ
て
立
つ
鳥
も
真
澄
み
の
空
へ
は
る
か
溶
け
ゆ
く

若
宮

山
蔭

明
代

冬
日
入
り
眩
し
す
ぎ
る
と
老
い
し
母
炬
燵
に
入
り
て
帽
子
を
被
る

下
日
出
谷

山
下

恭
子

新
年
の
介
護
の
仕
事
は
穏
や
か
な
二
十
八
の
瞳
に
こ
こ
ろ
癒
さ
る

若
宮

中
坂

紘
子

ひ
と
ひ
ら
の
木
の
葉
の
文
の
舞
い
お
り
て
澄
み
し
良
夜
を
仰
ぎ
佇
づ
む

鴨
川

春
日
千
代
子

妻
と
来
て
酒
酌
み
交
す
山
の
宿
過
ぎ
し
歳
月
語
り
て
尽
き
ず

西

岸

仲
夫

番
い
の
ひ
よ
り
ん
ご
一
切
れ
睦
み
つ
つ
啄
ば
む
庭
に
初
日
あ
ま
ね
し

泉

外
山

ナ
ミ

受講料無料
事前申込不要

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

テーマ 運動器の重要性、運動療法、
専門性の高い当院の骨折治療について

■日時：3月7日㈯13：00～15：00（予定） ■定員：60名
■場所：北本市中丸公民館講義室（北本市中丸10丁目419番地）

後援：北本市、桶川市、鴻巣市／北本市、桶川市、鴻巣市の各市老人クラブ連合
☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター総務課 048－593－1212（代表）

北里大学メディカルセンター主催 アンチエイジング教室
うち の まさ たか

講師：整形外科部長 内野 正隆
め ぐろ とも やす

リハビリセンター主任 目黒 智康

第
6
回
「
川
田
谷
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
」

5月生まれ のの子子どどもものの写写真真（（33歳歳ままでで））をを募募集集ししまますす。。応応募募はは写写真真（（顔顔全全体体ががははっっききりりとと写写っってて
いいるるもものの、、裏裏面面ににおお子子ささんんのの名名前前））とと、、別別紙紙にに①①おお子子ささんんのの名名前前（（ふふりりががなな））・・②②生生年年月月日日・・③③保保護護者者
名名・・④④住住所所・・⑤⑤電電話話番番号号・・⑥⑥簡簡単単ななメメッッセセーージジ（（5500字字程程度度））をを明明記記しし、、〒〒336633－－88550011住住所所記記入入不不要要
桶桶川川市市役役所所秘秘書書広広報報課課「「ははっっぴぴいいばばーーすすででいい」」ああててににおお送送りりくくだだささいい。。（（33月月1155日日消消印印有有効効））※※応応募募
者者多多数数のの場場合合はは抽抽選選ととななりりまますす。。※※過過去去にに掲掲載載さされれたたおお子子ささんんののごご応応募募はは、、ごご遠遠慮慮くくだだささいい。。

応募要領

�
①
作
品（
俳
句
は
1
人
3
句
、短
歌
は
1
人
1
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
】（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
�
市
政
情
報
�
広
報
�
お
け
が
わ
文
芸
か
ら
投
稿
）で
秘
書
広
報
課
へ
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
3
月
15
日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
5
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

３月生まれ
だよ！

よしひこ

佐藤 慶彦ちゃん
〈泉〉

2歳のお誕生日おめで
とう。いつも元気一杯
な慶君。お姉ちゃんと
仲良く楽しく元気良く
育ってね。

ひろゆき

山口 皓維ちゃん
〈西〉

ひろゆき、1歳のお誕
生日おめでとう！生ま
れたときは4．5kgのビ
ックベビーでした。
笑顔がみんなを明るく
する元気な子です。

ゆ う

田村 優侑ちゃん
〈上日出谷〉

ゆうくん、3歳のお誕
生日おめでとう。元気
いっぱい、優しいゆう
くんでいてくれてあり
がとう。みんな大好き
だよー。

さ ら

秋山 桜来ちゃん
〈坂田〉

桜来、1歳の誕生日おめ
でとう�毎日、にこにこ
笑顔いっぱいの桜来が
みんな大好きだよ‼
これからも、元気いっ
ぱい大きくなってね‼

しん た ろう

木村 清太郎ちゃん
〈西〉

身のまわりのことを
「自分でやるー！」とが
んばる姿がかっこいい
ぞ！頼りにしているよ。
しんくん大好き��

あおい

松浦 葵ちゃん
〈坂田〉

1歳のお誕生日おめで
とう☆いつも可愛い笑
顔をありがとう！これ
からの葵の成長をみん
な楽しみにしているよ
♪

けん ご

薗部 健吾ちゃん
〈上日出谷〉

2歳のお誕生日おめで
とう�歌もおどりも大
好きなけん♪たくさん
遊んでにこにこ笑顔で
元気いっぱい大きくな
あれ�

すい

青木 翠ちゃん
〈小針領家〉

すい�3歳のお誕生日
おめでとう！いつもニ
コニコスマイルで、家
族を幸せな気持ちにし
てくれるよ。ありがと
う。ひげんと仲良く、
元気に育ってね！大好
きだよ�

かず き

武田 和城ちゃん
〈寿〉

かずくん、1歳のお誕
生日おめでとう！いつ
もニコ～っと笑いかけ
てくれるかずくんにみ
んな癒されているよ。
これからもお姉ちゃん
と仲良く、元気に大き
くなってね�

毎年恒例のシクラメンのプレゼント
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「広報おけがわ」は自治会で配布されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

■
第
20
回
写
真
展『
ス
マ
イ
ル
写
真
教
室
』

3
月
12
日
㈭
〜
15
日
㈰
10
時
〜
18
時
（
最

終
日
は
17
時
ま
で
）
／
響
の
森
ギ
ャ
ラ
リ

ー
／
無
料
／
岩
田
�
773
―
1
2
0
5

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
『
桶
川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
』

3
月
13
日
㈮
9
時
〜
10
時
20
分
�
桶
川
公

民
館
で
講
義
、
10
時
30
分
〜
12
時
�
こ
と

ぶ
き
広
場
で
実
技
／
20
人
／
無
料
／
シ
ニ

ア
お
よ
び
初
心
者
／
用
具
は
こ
ち
ら
で
用

意
し
ま
す
／
新
井
�
786
―
2
7
7
6

■
桶
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
第
34
回
発
表

会
『
桶
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
』

3
月
15
日
㈰
10
時
開
演
／
市
民
ホ
ー
ル
／

入
場
無
料
／
江
森
�
786
―
2
6
6
2

■
落
語
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
『
桶

川
寄
席
「
り
ん
ど
う
」』

3
月
15
日
㈰
14
時
開
演
／
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
木
村
�
090
―
4
4
2
3

―
2
8
3
9

■
中
上
級
者
ス
キ
ー
講
習
会
『
桶
川
市
ス

キ
ー
連
盟
』

3
月
15
日
㈰
6
時
Ｊ
Ａ
あ
だ
ち
野
桶
川
支

店
前
集
合
、
18
時
30
分
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

前
解
散
／
群
馬
県
オ
グ
ナ
ス
キ
ー
場
／
10

人
（
最
少
催
行
4
人
）
／
一
般
1
万
5,

0
0
0
円
（
桶
川
市
ス
キ
ー
連
盟
会
員
は

2,
5
0
0
円
引
き
）、
連
盟
の
年
会
費

3,
0
0
0
円
／
費
用
に
講
習
代
・
交
通

費
・
リ
フ
ト
代
含
む
／
中
学
生
以
上
（
参

加
目
安
は
小
回
り
が
で
き
る
方
・
2
級
程

度
以
上
）、
準
指
導
員
を
目
指
し
た
い
方

歓
迎
／
赤
坂
�
080
―
1
8
3
5
―
3
0
0

8
（
20
時
以
降
）

ら
く
さ
と
ざ
く
ら

■
桶
川
楽
郷
桜
第
一
回
お
花
見
会
『
桶

川
楽
郷
の
会
』

3
月
21
日
㈯
11
時
〜
13
時
／
川
田
谷
石
川

川
沿
い
（
城
山
公
園
東
・
第
五
駐
車
場
）

／
石
川
川
1.2
㎞
の
両
岸
に
300
本
河
津
桜
が

咲
き
ま
す
。
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
／
甘

酒
（
先
着
300
名
様
無
料
）
を
ご
用
意
し
ま

す
／
塩
川
�
070
―
5
5
1
7
―
9
1
5
6

■
桶
川
市
写
真
連
盟
展
『
桶
川
市
写
真
連

盟
』

3
月
26
日
㈭
〜
29
日
㈰
9
時
30
分
〜
18
時

／
響
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
会
員
約

50
人
の
作
品
50
点
を
展
示
／
中
根
�
786
―

1
6
3
9

■
詩
吟
無
料
体
験
と
「
四
季
折
々
に
吟
詠

を
重
ね
て
」『
泉
心
流
詩
吟

泉
青
会
』

3
月
27
日
㈮
10
時
〜
12
時
／
桶
川
公
民
館

／
15
人
／
無
料
／
ど
な
た
に
も
出
来
る
腹

式
発
声
／
青
山
�
726
―
5
9
8
0

募
集
し
ま
す

■
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
会
員
募
集
『
べ
に
花

ス
ク
エ
ア
ー
ズ
』

毎
週
火
曜
日
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
／
桶

川
公
民
館
／
月
額
1,
5
0
0
円
／
無
料

体
験
講
習
会
は
4
月
7
、
14
、
21
、
28
日

／
初
心
者
大
歓
迎
、
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
／
脳
ト
レ
に
も
な
る
パ
ズ
ル
の
よ
う

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ダ
ン
ス
で
す
。
見
学
自

由
／
高
柴
�
777
―
4
8
3
6
、
松
本
�
683

―
4
0
8
9

■
会
員
募
集
『
桶
川
写
友
会
（
写
真
ク
ラ

ブ
）』

月
例
会
�
毎
月
第
3
土
曜
日
13
時
〜
16
時

30
分
／
勤
労
福
祉
会
館
／
若
干
名
／
年
額

1
万
円
／
初
心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
／
中
根

�
786
―
1
6
3
9

■『
ス
マ
イ
ル
写
真
教
室
』

毎
月
第
3
土
曜
日
9
時
〜
12
時
／
東
公
民

館
／
月
額
1,
0
0
0
円
／
女
性
／
初
心

者
歓
迎
。
見
学
・
体
験
あ
り
ま
す
／
岩
田

�
773
―
1
2
0
5

■
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶

川
土
器
の
会
』

土
器
作
り
年
3
回
以
上
・
野
焼
き
年
3
回

／
市
内
／
若
干
名
／
年
額
2,
0
0
0
円

／
縄
文
人
の
美
的
セ
ン
ス
！
縄
文
土
器
を

一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
／
田
村
�
773
―
7

8
6
6

■『
女
声
合
唱
団
ハ
ニ
ー
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』

第
1
・
4
火
曜
日
、
第
2
・
3
月
曜
日
10

時
〜
12
時
／
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
北
本
教

会
／
月
額
3,
5
0
0
円
（
ま
た
は
1
回

ご
と
に
1,
5
0
0
円
）
／
女
性
／
あ
な

た
の
歌
声
で
仲
間
と
幸
せ
を
増
や
し
ま
せ

ん
か
。
正
し
い
発
声
法
か
ら
楽
し
く
練
習

し
ま
す
／
大
川
�
090
―
3
4
5
4
―
0
7

2
7
、
小
林
�
090
―
5
1
9
7
―
2
3
1

3■
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
募
集
『
ロ
ス
・

ボ
ニ
ー
ト
ス
』

毎
週
金
曜
日
午
後
ま
た
は
夜
／
響
の
森
練

習
室
／
月
額
1,
0
0
0
円
／
主
に
タ
ン

ゴ
を
ギ
タ
ー
で
弾
き
ま
す
／
経
験
者
歓
迎

／
梅
谷
�
782
―
6
2
3
2
、
090
―
3
9
8

5
―
7
2
2
1

■
メ
ン
バ
ー
募
集
『
べ
に
花
中
国
体
操
』

毎
月
第
1
・
2
・
3
火
曜
日
10
時
〜
12
時

／
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／
月
額

1,
5
0
0
円
／
中
高
年
の
た
め
に
考
え

ら
れ
た
呼
吸
法
を
と
り
入
れ
た
気
功
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
を
通
し
て
心
肺
機

能
を
高
め
、
健
康
維
持
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
／
鈴
木
�
786
―
3
5
5
4

■
健
康
維
持
・
増
進
を
楽
し
く
『
の
び
の

び
体
操
サ
ー
ク
ル
』

毎
週
金
曜
日
9
時
45
分
〜
11
時
15
分
／
川

田
谷
公
民
館
／
月
額
1,
0
0
0
円
／
森

田
�
787
―
0
7
9
2
、
原
島
�
786
―
7
1

8
3

■
歌
で
人
生
を
豊
か
に
‼
『
抒
情
歌
を
歌

う
会

風
月
花
』

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
10
時
〜
11
時
45
分

／
響
の
森
練
習
室
／
入
会
金
1,
0
0
0

円
・
月
額
3,
5
0
0
円
／
男
女
5
人
程

度
／
佐
藤
�
070
―
5
5
5
9
―
4
8
8
8

■
健
康
に
良
い
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か『
桶
川
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ
』

毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
か
ら
2
時
間
、
年

間
約
50
回
／
桶
川
公
民
館
ま
た
は
さ
く
ら

フ
レ
ン
ド
／
入
会
金
500
円
・
年
額
4,
0

0
0
円
／
初
め
て
の
方
で
も
公
認
指
導
員

が
基
本
動
作
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

見
学
・
体
験
は
随
時
受
付
／
塚
田
�
787
―

3
2
0
9

■
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
『
シ
ル
バ
ー
ス
ポ

ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
』

毎
週
火
曜
日
13
時
〜
15
時
／
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
卓
球
室
／
2
〜
3
人
／
入
会
金
1,

0
0
0
円
・
月
額
1,
0
0
0
円
／
硬
式

よ
り
4
ミ
リ
だ
け
大
き
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

を
使
用
す
る
卓
球
で
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
で
す
。
初
心
者

歓
迎
。
ま
ず
は
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

吉
澤
�
786
―
4
3
5
5

■
あ
な
た
の
時
間
を
里
山
の
再
生
に
投
資

し
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川
み
ど
り
の
会
』

毎
月
第
1
日
曜
日
・
第
3
土
曜
日
9
時
〜

12
時
／
「
市
民
緑
地
」
駅
西
7
か
所
、
駅

東
3
か
所
／
年
会
費
2,
0
0
0
円
（
今

年
度
分
1,
0
0
0
円
）
／
桶
川
市
に
関

係
の
あ
る
方
／
子
供
達
に
緑
の
里
山
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
。
里
山
で
の
活
動

体
験
。
先
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
／
小
川

�
786
―
0
0
6
8
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
じ
）

■
読
書
好
き
な
方
、
一
度
い
ら
し
て
み
ま

せ
ん
か
『
マ
ロ
ニ
エ
読
書
会
』

毎
月
第
1
木
曜
日
14
時
〜
16
時
／
さ
い
た

ま
文
学
館
研
修
室
／
若
干
名
／
年
額
2,

0
0
0
円
程
度
（
場
所
代
）
／
読
む
本
は

月
1
冊
話
し
合
い
で
決
め
ま
す
／
片
岡
�

728
―
1
3
9
3

■
里
山
を
歩
こ
う『
桶
川
市
植
物
愛
好
会
』

年
7
〜
9
回
／
県
内
・
近
県
の
里
山
、
植

物
園
、
銘
園
等
の
ハ
イ
キ
ン
グ
・
植
物
観

察
／
年
額
2,
0
0
0
円
（
保
険
代
、
通

信
費
な
ど
）
／
村
松
�
786
―
8
3
8
8

5月号の締め切りは、3月10日（火）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

5月号の締め切りは、3月10日（火）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
投
稿
規
程

○
政
治
、
宗
教
、
営
利
、
個
人
活
動
な

ど
を
目
的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、
指

導
的
な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
個
人
的
な
物
品
の
授
受
に
つ
い
て
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
一

部
省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

事前相談は後悔しないお葬式の第一歩
訪問相談も承ります。ホームページ
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